
平成 14 年度 社会実験実施地域の選定について 

平成１４年度社会実験の実施地域の選定経緯は下表のとおりであり、選定に

たっては、「社会実験の推進に関する懇談会（座長：東京商船大学 高橋洋二

授）」での意見を踏まえるとともに、実験計画や実施体制の熟度等を総合的に

案しました。 

 

平成 14 年度 社会実験実施地域の選定経緯 

期  日 内  容 備  考 

３月１日 公募要領公表  

４月１日 公募開始  

４月 26 日 公募締め切り  

５月 22 日 社会実験の推進に関する懇談会開催 実験計画に対する評価 

６月 17 日 選定地域発表 （今回発表） 

 

社会実験の実施地域の選定については次の考え方で行いました。 

１．新規性、先進性 

取り組みに新規性・先進性が認められるか。 

２．施策の有効性、展開性 

実験する施策が当該地域において有効であるか、また他の地域へ展開性

あるか。 

３．関係機関との合意形成、調整状況 

実験実施へ向けた住民、企業との合意形成や、実験に関わる諸団体の協力

準備体制が整っているか。 

４．実験計画の熟度 

実験内容・実験実施期間・実験規模は必要なデータの収集および実験結果

評価に関して必要十分であるか。また実験を評価するための各種調査計画な

が十分に練られているか。 
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